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８
月
３
日
、
新
潮
社
記
念
文
学
館
主
催
の
朗

読
公
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
８
月
25
日
ま
で
開
催
し
て
い
た
「
中
国
の
職

人
展
」
に
ち
な
み
、
塩
野
米
松
氏
の
「
角
館
に

生
き
る
」
か
ら
３
人
の
職
人
を
取
り
上
げ
ま
し

た
。
朗
読
は
、新
潮
社
記
念
文
学
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
「
や
さ
い
の
花
」
の
メ
ン
バ
ー
で
す
。

　
会
場
に
訪
れ
た
来
場
者
は
、
角
館
の
職
人
と

い
う
身
近
な
内
容
に
真
剣
に
聞
き
入
っ
て
い
ま

し
た
。

やさいの花による朗読を聞こうと会場には約 30 人が訪れました。

新
潮
社
記
念
文
学
館
が
お
く
る

８
月
の
朗
読
公
演
会　
　

「
人
と
技
」
を
テ
ー
マ
に

　
こ
の
ほ
ど
、
高
齢
者
叙
勲
受
章
者
が
発
表
さ
れ
、
元
角
館

東
小
学
校
長
の
佐
藤
貞
一
さ
ん
が
、
教
育
功
労
で
瑞
宝
双
光

章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

高
齢
者

元 

角
館
東
小
学
校
長

旧
協
和
町
立
淀
川
小
学
校
長
、
角
館
東
小
学
校
長
な
ど
を
歴
任
し
、
41

年
間
の
長
き
に
わ
た
り
、
学
校
教
育
お
よ
び
教
育
行
政
の
発
展
に
貢
献

さ
れ
ま
し
た
。

佐 藤   貞 一  さん（88 歳　角館町小勝田）

瑞
宝
双
光
章
（
教
育
功
労
）

　
８
月
１
日
、
市
立
角
館
総
合
病
院
で
「
一
日

看
護
学
生
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
公

益
社
団
法
人
秋
田
県
看
護
協
会
の
事
業
の
一
環

で
、
夏
休
み
期
間
中
の
高
校
生
を
対
象
に
、
施

設
見
学
や
看
護
体
験
を
通
し
て
看
護
職
に
関
心

を
持
っ
て
も
ら
お
う
と
実
施
さ
れ
て
い
る
も
の

で
す
。

　
こ
の
日
参
加
し
た
の
は
角
館
高
校
と
大
曲
高

校
の
１
年
生
６
人
。
入
院
病
棟
や
放
射
線
科
・

手
術
室
な
ど
の
見
学
、
血
圧
測
定
や
ペ
ア
に

な
っ
て
の
食
事
介
助
な
ど
の
体
験
を
行
い
、
最

後
に
感
想
発
表
を
し
ま
し
た
。

　
看
護
師
の
お
兄
さ
ん
に
憧
れ
て
自
分
も
な
り

た
い
と
参
加
し
た
熊
谷
彩
花
さ
ん（
角
館
高
校
）

は
、「
自
分
が
考
え
て
い
た
よ
り
も
大
変
そ
う

だ
な
と
感
じ
た
。
で
も
、
患
者
さ
ん
や
看
護
師

さ
ん
同
士
で
話
し
て
い
る
時
が
、
と
て
も
楽
し

そ
う
で
し
た
。
今
日
の
体
験
を
忘
れ
な
い
で
立

派
な
看
護
師
に
な
り
た
い
で
す
」
と
感
想
を
述

べ
ま
し
た
。

看護の仕事を体験

一日看護学生

実際に体験して感想を発表する参加した高校生。

叙
勲

令
和
元
年
度

　

８
月
15
日
、「
令
和
元
年
度
仙

北
市
成
人
式
」
が
、
仙
北
市
民
会

館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
の

新
成
人
は
、
平
成
10
年
４
月
２
日

か
ら
平
成
11
年
４
月
１
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
２
５
０
人
。

　
式
で
は
、
新
成
人
の
髙
橋
裕
貴

さ
ん
が
司
会
を
務
め
、
成
人
を
代

表
し
て
、
櫻
田
隆
輝
さ
ん
が
成
人

証
書
を
受
け
取
り
ま
し
た
。

　
「
誓
い
の
こ
と
ば
」
で
は
、
千

葉
健
太
朗
さ
ん
が
「
こ
れ
ま
で
周

り
の
方
々
に
助
け
て
い
た
だ
い
た

こ
と
を
忘
れ
ず
に
成
人
と
し
て
の

自
覚
を
持
ち
、
社
会
に
貢
献
し

て
い
き
た
い
」、
阿
部
大
樹
さ
ん

が
「
現
在
、
地
元
企
業
で
働
い
て

い
る
。
社
会
人
と
し
て
の
責
任
の

大
き
さ
と
や
り
が
い
を
感
じ
て
い

る
。
家
族
、
友
人
、
地
域
の
方
々

に
恩
返
し
が
で
き
る
よ
う
精
進
し

て
い
き
た
い
」、
太
田
侑
希
さ
ん

が
「
こ
れ
ま
で
を
振
り
返
る
と
、

一
番
に
友
人
の
存
在
に
支
え
ら
れ

て
き
た
。
今
後
も
友
人
を
大
切
に

支
え
合
い
共
に
歩
ん
で
い
き
た

い
」
と
、
そ
れ
ぞ
れ
抱
負
を
述
べ

ま
し
た
。

「誓いのことば」を述べた千葉健太朗さん、阿部大樹さん、太田侑希さん（左から順に）。

仙
北
市
成
人
式

成人を代表して、櫻田隆輝さん（左）に門脇市長（右）から成人証
書が授与されました。

成人証書を 9 月末日まで生涯学習課で
保管していますので、受け取りを希望
される方は下記までお願いします。
受取場所・問合せ／教育委員会　生涯
学習課（角館庁舎 2 階）☎ 43-3383

　

8
月
8
日
、
仙
北
市
民
会
館

で
「
令
和
元
年
度
仙
北
市
戦
没

者
追
悼
式
」
が
厳
か
に
行
わ
れ

ま
し
た
。
戦
没
者
ご
遺
族
の
皆

さ
ま
と
昨
年
度
結
成
し
た
仙
北

市
遺
族
連
合
会
青
年
部
よ
り
9

人
が
参
加
し
、
戦
争
で
亡
く
な
ら

れ
た
ご
英
霊
の
ご
冥
福
を
祈
り

な
が
ら
、献
花
を
行
な
い
ま
し
た
。

　
今
回
は
「
第
53
回
秋
田
県
遺

族
連
合
会
大
仙
市･

仙
北
市･

仙
北
郡
戦
没
者
遺
族
地
方
大
会
」

も
同
日
行
わ
れ
、
戦
後
74
年
が

経
過
し
戦
没
者
遺
族
の
高
齢
化

が
進
む
中
、
次
世
代
へ
戦
争
の

誓
い
新
た
に
次
の
ス
テ
ー
ジ
へ

成人式当日に出席できなかった方へ

悲
惨
さ
、
平
和
の
尊
さ
を
語
り

継
い
で
い
く
こ
と
を
誓
い
ま
し

た
。

　

８
月
10
日
、
タ
カ
ヤ
ナ
ギ
ワ
ン

ダ
ー
モ
ー
ル
駐
車
場
で
「
仙
北
市

防
災
の
集
い
」
が
行
わ
れ
、
約

１
２
０
人
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
写
真
パ
ネ
ル
展
示
、

地
震
や
け
む
り
体
験
、
心
肺
蘇
生

１
分
間
チ
ャ
レ
ン
ジ
、
日
産
車
の

自
動
ブ
レ
ー
キ
や
駐
車
な
ど
、
楽

し
み
な
が
ら
防
災
に
興
味
や
関
心

を
持
て
る
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し

た
。

　

参
加
者
は
「
子
ど
も
が
楽
し
そ

う
で
よ
か
っ
た
。
大
人
の
自
分
も

知
ら
な
い
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で 仙

北
市
防
災
の
集
い

実
際
に
心
肺
蘇
生
を
体
験
す
る
参
加
者
。

防
災
知
識
の
普
及
に

き
た
の
で
参
加
し
て
よ
か
っ
た
」、

「
地
震
が
く
る
と
わ
か
っ
て
い
て
も

怖
か
っ
た
。
子
ど
も
は
被
災
地
を

訪
れ
た
こ
と
も
あ
る
の
で
、
こ
の

地
震
体
験
を
通
じ
て
、
今
後
に
生

か
し
て
も
ら
い
た
い
」
と
話
し
ま

し
た
。

仙北市戦没者追悼式
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８
月
９
日
、
仙
北
市
新

角
館
庁
舎
建
設
工
事
安
全

祈
願
祭
が
新
庁
舎
建
設
地

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
関
係
者
な
ど

51
人
が
出
席
、
工
事
の
安

全
と
完
成
を
祈
願
し
ま
し

た
。

　

門
脇
市
長
は
「
多
く
の

皆
さ
ま
の
お
か
げ
で
こ
こ

ま
で
き
た
。
施
工
業
者
様

に
は
す
ば
ら
し
い
仕
事
を

し
て
い
た
だ
き
、
協
働
に

よ
る
ま
ち
づ
く
り
、
小
さ

な
国
際
文
化
都
市
を
目
指

す
市
政
を
実
現
で
き
る
拠

点
を
作
っ
て
い
た
だ
き
た

い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
日
18
時
30
分

か
ら
角
館
交
流
セ
ン
タ
ー

で
仙
北
市
新
角
館
庁
舎
建

設
工
事
説
明
会
を
開
催
し
、

施
工
者
で
あ
る
瀧
神
・
小

松
・
寺
沢
特
定
建
設
工
事

共
同
企
業
体
か
ら
工
事
概

要
や
全
体
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、

仮
設
工
事
な
ど
の
安
全
対

策
に
つ
い
て
説
明
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
９
月
か
ら
地

中
熱
利
用
設
備
工
事
が
始

ま
り
、
令
和
２
年
３
月
か

ら
公
用
車
車
庫
棟
建
設
工

事
な
ど
が
始
ま
り
ま
す
。

　

な
お
、
仙
北
市
新
角
館

庁
舎
は
令
和
２
年
10
月
竣

工
、
12
月
開
庁
予
定
と
な

り
ま
す
。
工
事
期
間
中
は

市
民
の
皆
さ
ま
へ
大
変
ご

迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
理
解
ご
協
力
の
ほ
ど
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

工事の安全と完成を祈願
新角館庁舎建設工事

令
和
２
年
12
月
の
開
庁
に
向
け
て
こ
れ
か
ら
本
格
的
に
工
事
が

始
ま
り
ま
す
。

　
８
月
15
日
、
Ｊ
Ｒ
田
沢
湖
駅
前
広
場

で
「
第
５
回
田
沢
湖
駅
前
広
場
夏
ま
つ

り
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
催
し
は
、
こ
ま
ち
の
会
（
村
上

陽
子
会
長
）
が
駅
前
を
活
性
化
し
よ
う

と
毎
年
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

　
当
日
は
、
親
子
で
手
作
り
お
も
ち
ゃ

を
作
る
コ
ー
ナ
ー
や
カ
ラ
オ
ケ
お
楽
し

み
会
の
ほ
か
、
地
域
の
伝
統
行
事
で
あ

る
梵
天
な
ど
が
披
露
さ
れ
、
多
く
の
観

客
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

田
沢
湖
駅
前
広
場

下
宿
梵
天
若
者
会
有
志
に
よ
り
披
露
さ
れ
た
梵
天
。

　

８
月
15
日
、
角
館
の
伝
統
芸
能
で
あ
る
「
さ
さ

ら
舞
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
盆
行
事
の
一
つ
と
し

て
祖
霊
と
神
仏
供
養
、
五
穀
豊
穣
を
祈
り
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

昼
の
部
で
は
、
雲
巖
寺
で
白
岩
若
者
会
の
皆
さ

ん
に
よ
る
白
岩
さ
さ
ら
の
奉
納
舞
が
披
露
さ
れ
ま

し
た
。

　

夜
の
部
で
も
、
立
町
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
で
白
岩

さ
さ
ら
が
披
露
さ
れ
た
ほ
か
、
角
館
音
頭
を
踊
ろ

う
会
と
市
内
小
・
中
学
生
や
有
志
の
皆
さ
ん
に
よ

る
踊
り
パ
レ
ー
ド
や
く
り
っ
こ
太
鼓
の
演
奏
が
行

わ
れ
、
会
場
は
盛
り
上
が
り
を
見
せ
ま
し
た
。

　

田
沢
湖
・
角
館
観
光
協
会
の
安
藤
大
輔
角
館
支

部
長
は
「
伝
統
行
事
を
続
け
て
い
く
の
が
大
変
に

な
っ
て
き
て
い
る
中
で
、
観
光
振
興
の
み
な
ら
ず

伝
統
行
事
の
保
存
に
努
め
て
い
き
た
い
」
と
あ
い

さ
つ
を
述
べ
ま
し
た
。

角館の伝統芸能 ささら舞

雲巖寺で披露されたささら舞。

　このたび、角館中学校（山本暢三校長）の
新制第 5 期生で作られた卒業 30 周年記念行
事実行委員会（能美大輔実行委員長）が、生
徒の様々な作品を掲示するための展示板を寄
贈しました。
　これは卒業 30 周年を記念し、同実行委員
会が同期生に呼びかけて行われたものです。
　能美実行委員長は「母校への恩返しの気持
ちを込めて寄贈させていただきます」と話し
ました。これに対して山本校長は「生徒たち
のために有効に使わせていただきます」とお
礼を述べました。

左から加藤侯信副委員長、能美大輔実行委員長、山本暢三校長、
同期生で同校教諭の西根義明先生。

卒業 30 周年で母校に寄贈
　
８
月
２
日
、
仙
北
市
商
工
会
建
設
工
業
部
会
の
相
馬
博
之

部
会
長
（
㈱
相
馬
組 

代
表
取
締
役
）
よ
り
大
曲
支
援
学
校
せ

ん
ぼ
く
校
の
小
林
司
校
長
へ
寄
付
金
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
寄
付
金
は
、
市
内
の
建
設
・
製
造
業
の
商
工
会
員
か

ら
構
成
さ
れ
る
建
設
工
業
部
会
の
主
催
で
開
催
さ
れ
た
チ
ャ

リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
大
会
で
、
参
加
し
た
会
員
や
仙
北
市
議
会

議
員
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
集
ま
り
ま
し
た
。

　
相
馬
部
会
長
は
「
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
企
画
を
開
催
す
る
の
は

初
め
て
の
こ
と
。
社
会
貢
献
が
で
き
た
ら
」
と
、
小
林
校
長

は
「
本
校
を
思
い
浮
か
べ
て
い
た
だ
い
て
う
れ
し
い
。
子
ど

も
た
ち
の
学
習
活
動
に
関
わ
る
と
こ
ろ
に
充
て
た
い
」
と
話

し
ま
し
た
。

仙
北
市
商
工
会
建
設
工
業
部
会
が

大
曲
支
援
学
校
せ
ん
ぼ
く
校
へ
寄
付

子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
役
立
て
て

　
８
月
１
日
、
第
一
生
命
労
働
組
合
秋
田
営

業
職
支
部
か
ら
市
立
角
館
総
合
病
院
へ
車
い

す
を
贈
呈
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
第
一
生
命
労
働
組
合
で
は
、「
社
会
の
一

員
と
し
て
社
会
に
役
立
つ
活
動
」
と
し
て
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
「
Ｃ
」・リ
レ
ー
シ
ョ
ン
「
Ｒ
」

（
地
域
社
会
と
の
交
流
）
に
第
一
の
頭
文
字

「
Ｄ
」
を
つ
け
た
Ｄ
Ｃ
Ｒ
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。
秋
田
営
業
職
支
部
の
組
合
員
か
ら
の

募
金
に
よ
り
、今
回
の
贈
呈
に
至
り
ま
し
た
。

　
村
岡
朋
子
分
会
長
は
「
病
院
に
贈
呈
す
る

の
は
初
め
て
の
こ
と
。
病
院
で
よ
く
使
う
車

い
す
を
贈
呈
で
き
た
と
と
も
に
、
大
変
喜
ん

で
い
た
だ
い
て
う
れ
し
い
」、
高
山
純
子
看

護
師
長
は
「
主
に
注
射
室
で
使
用
す
る
。
背

も
た
れ
が
折
れ
る
の
で
介
助
も
し
や
す
く
、

患
者
さ
ん
の
負
担
も
減
る
」と
話
し
ま
し
た
。

相
馬
部
会
長
（
左
）
か
ら
小

林
校
長
（
右
）
へ
手
渡
さ
れ

ま
し
た
。

第一生命労働組合秋田営業職支部

市立角館総合病院へ車いすを贈呈
村
岡
朋
子
角
館
分
会
長
（
前
列
右
）
と
同

支
部 

宮
本
久
子
副
分
会
長
（
後
列
右
）
か

ら
高
山
純
子
看
護
師
長
（
前
列
左
）
と
菅

原
智
惠
子
看
護
部
長
（
後
列
左
）
に
手
渡

さ
れ
ま
し
た
。

　
防
犯
協
会
角
館
支
部
が
東
北
管
区
警
察
局

長
と
東
北
防
犯
協
会
連
絡
協
議
会
長
よ
り
、

安
全
安
心
な
地
域
づ
く
り
に
貢
献
さ
れ
た
と

し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
表
彰
状
伝
達
式
が

７
月
26
日
、
市
防
犯
協
会
の
通
常
総
会
に
あ

わ
せ
て
行
わ
れ
、
吉
田
愼
一
支
部
長
に
若
月

浩
志
仙
北
警
察
署
長
か
ら
表
彰
状
が
伝
達
さ

れ
ま
し
た
。

　
角
館
支
部
は
、
市
町
村
合
併
に
伴
い
平
成

18
年
10
月
に
結
成
さ
れ
て
以
来
、
全
国
地
域

安
全
運
動
期
間
や
年
末
年
始
の
犯
罪
防
止
期

間
、
地
域
の
行
事
・
祭
典
な
ど
に
お
い
て
犯

罪
予
防
・
少
年
非
行
防
止
活
動
、
ロ
ッ
ク
パ

ト
ロ
ー
ル
な
ど
の
地
域
安
全
活
動
を
積
極
的

に
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
同
支
部
員
は
、「
こ
の
表
彰
を
糧
と
し
て
、

更
な
る
安
全
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
に
励
み
た

い
」
と
話
し
ま
し
た
。

東北管区優良防犯団体に
防犯協会角館支部

東
北
管
区
優
良
防
犯
団
体
表
彰
を
受
賞
さ
れ

た
角
館
支
部
の
皆
さ
ん
。

夏

ま
つ
り
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